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注　　意

〔自己推薦ＡＯ（Ａ）〕 14 02

1 ．監督者の合図があるまで問題冊子は開かないでください。

2．解答はすべて解答用紙のきめられた箇所に記入してください。

⑰

6110_17_JIKO_H.indd   1 2023/07/28   9:29



1

現代社会における人間関係の特徴について論じている以下の文章を読み，後の問いに答

えなさい。

「一人」になれる条件が整い，人びとの選択や決定が尊重されるようになった社会で

は，さまざまな物事を「やらない」で済ませられるようになります。ある行為を「やらね

ばならない」と迫る社会の規範は緩くなり，何かを「やる」「やらない」の判断は，個々人

にゆだねられます。

この傾向は人間関係にも当てはまります。私たちが生きる時代は，閉鎖的な集団に同

化・埋没することで生活が維持されてきたムラ社会の時代と違います。生活の維持は，身

近な人間関係のなかにではなく，お金を使って得られる商品やサービスと，行政の社会保

障にゆだねられるようになったのです。

このような社会では，誰かと「付き合わなければならない」と強制される機会が，徐々

に減っていきます。会社やクラスの懇親会への参加はもはや強制される時代ではありませ

ん。地域の自治会への加入も任意性が強くなりました。趣味のサークルを続けるか続けな

いかは，まさに「人それぞれ」でしょう。

誰と付き合うか，あるいは，付き合わないかは，個々人の判断にゆだねられています。

俗っぽく言えば，私たちは，（嫌な）人と無理に付き合わなくてもよい気楽さを手に入れ

たのです。

今や，人と人を結びつける材料を，生活維持の必要性に見出すことは難しくなりまし

た。人と人を結びつける接着剤は，着実に弱くなっているのです。

では，このような社会で，つながりを維持するにはどうすればよいのでしょうか。生活

維持の必要性という，人と人を強固に結びつけてきた接着剤は弱まっています。そうであ

るならば，私たちは，目の前の関係をつなぎ止める接着剤を新たに用意しなければなりま

せん。そこで私たちは，弱まってきた関係をつなぎ止める新たな補強剤として，つながり

に大量の「感情」を注ぎ込むようになりました。

このような傾向は，メディアからも読み取ることができます。日本映画界の巨匠，小
お

津
づ

安
やす

二
じ

郎
ろう

監督の作品に，『長屋紳士録』という短い映画があります。この映画は，終戦から

二年後の1947年に公開されました。当時は，東京下町を舞台にした人情劇と評価されてい

ます。簡単にあらすじを紹介しましょう。
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おもな登場人物は，長屋の住人と少年です。物語は，長屋に住む女性のところに，実の

親とはぐれてしまった子どもが届けられるところから始まります。そのさい，長屋のその

他の住人とひと悶
もん

着
ちゃく

あるのですが，結局，女性が少年の面倒を見ることになります。

最初は子どもの世話を嫌がっていた女性も，だんだんと情が移り，子どもをかわいらし

く思ってきます。しかし，その矢先に，子どもを探していた実の親が登場し，女性と子ど

もの間に別れが訪れます。子どもが去った後，女性はあらためて親子のつながりのよさに

気づく，というのが大まかなあらすじです。

長屋の住人は，鍵もかけず，お互いの家にしょっちゅう行き来をし，何かにつけ雑談を

します。親子のつながりや，長屋の住人どうしの密接な交流。こういった言葉からは，

「昔ながらの温かなつながり」を想像することができます。

しかし，今の人びとが見ると，この映画に対してかなりの違和感を抱くでしょう。その

理由は，登場する人びとの感情的な交流の少なさにあります。

人情劇であるこの映画のなかで，スキンシップと言いうる場面は，少年が女性の肩をた

たくシーン以外，いっさいありません。感情的な交流の少なさは，実の親と子どもの再会

のシーンに集約されます。

物語のクライマックスである親子の再会，および，少年と女性との別れは，現在の感覚

からすると，さぞ感動的に演出されるのではないかと思います。しかし，『長屋紳士録』

において，そのような表現はまったくありません。

再会を果たした親子は，互いに駆け寄ることも，抱き合うこともありません。それどこ

ろか親は，近寄る子どもを手で押しのけ，女性にお詫
わ

びと御礼の挨拶をすることを優先さ

せます。つまり，儀礼を優先しているわけです。

子どもと女性の別れのシーンでも，涙や抱擁はいっさい見られません。少年が「オバ

チャンサヨナラ」とぶっきらぼうに述べ，別れのシーンは終わります。ここから，「人情

劇」と言われた映画でさえも，感情表現は非常に乏しいことがわかります。

この映画を見た学生は，「昔のつながりは濃密だけど感情や気遣いが薄く，今のつなが

りは希薄だけど，感情や気遣いが濃い」と述べていました。この言葉は，感情に満たされ

た今の人間関係をよく表しています。

しかし，感情に補強されたつながりは，それほど強いものにはなりません。私たちは，

相手とのつながりを「よい」と思えば関係を継続させるし，「悪い」と思えば関係から退
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くこともできます。この特性のおかげで，私たちは，無理して人と付き合わなくてもよい

気楽さを手にしました。理不尽な要求や差別的な待遇から逃れやすくなったのです。しか

し，人と無理に付き合わなくてもよい気楽さは，つながりから切り離される不安も連れて

きてしまいました。

お互いに「よい」と思うことで続いていくつながりは，どちらか，または，両方が「悪

い」と思えば解消されるリスクがあります。放っておいても行き来がある長屋の住人とは

違うのです。このような状況で関係を継続させるには，お互いに「よい」状況を更新して

ゆかねばなりません。つまり，つながりのなかに「よい」感情を注ぎ続けねばならないの

です。

この特性は，その人にとって大事なつながりであればあるほど強く発揮されます。私た

ちは，大事なつながりほど「手放したくない」と考えます。しかし，あるつながりを手放

さないためには，相手の感情を「よい」ままで維持しなければなりません。大事な相手と

つながり続けるためには，関係からマイナスの要素を徹底して排除する必要があるので

す。

とはいえ，個々人の心理に規定される「よい」状況は，社会に共有される規範ほどには

安定していません。社会のルールはなかなか変わりませんが，個人の感情は日によって変

わることもあります。何かの拍子に，ふと，「悪い」に転じてしまうこともあるのです。

つまり，人と無理に付き合わなくても良いつながりは，ふとしたことで解消されてしまう

不安定なつながりとも言えるのです。

かといって，目の前のつながりを安定させる最適解は，そう簡単に見つかりません。人

の心を覗くことはできませんから。

コミュニケーションの指南書が書店に並び，「コミュ力」や「コミュ障」といった俗語

が流布する現状は，コミュニケーションにまつわる人びとの不安を物語っています。私た

ちは，人間関係を円滑に進めてゆく行動様式がはっきり見えないまま，相手の心理に配慮

しつつ，コミュニケーションを行う厄介な状況にさらされているのです。

（出典：石田光規『「人それぞれ」がさみしい　「やさしく・冷たい」人間関係を考える』

筑摩書房，2022年，37-42頁。ただし文中の小見出しを割愛するなど一部改変。）
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問い　本文の中で，とくに説得力があり，支持できる点はどこか。また，疑問を感じ，支

持できない部分はどこか。それぞれ，その理由を示しながら論じなさい（取り上げる

点はいくつでもよい）。その上で，このテーマについてのあなた自身の見解はどのよ

うなものかを論じなさい。その際，本文の主張と関連づけながら述べること。また，

本文中には触れられていない独自情報（自分の知識や経験）を根拠として具体的に示

しながら述べること。その 2点をできるだけ意識して論じてほしい。
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